
１　主題構成表
　主題名　「善悪の判断」（小学校第1学年）　　資料名「どんな一ねんせいになるのかな」

■ねらい


友達を困らせたり、周りに迷惑をかけたりすることはよくないことだということに気付き、だれもが気持ちよく生活できるよう、進んでよいと思ったことを行おうとする心情を育てる。





■　基本発問（◎中心発問）


○毎日張り切って学校に通っているかばおくんは、どんなことを考えながら学校に通っているでしょう。


○毎日張り切って学校に通うかばおくんは、いけないことをしている子を見付けました。何がいけないのでしょうか。


◎かばおくんは、まわりの様子を見ながら、自分はどんな一年生になろうと思ったでしょう。


○学校生活の場で、よいことと悪いことを区別して、自分で考えて行動できたことはありますか。





■　展開の構想


・小学校生活を楽しみに、胸弾ませて登校する気持ちは、入学間もない今の自分たちと同じであることから、十分共感させる。


・毎日張り切って学校に通うものの、いけないことをしている子を見つけ、何がいけないことなのかを明らかにする。


・何がいけないことなのかがはっきりしたことによって、自分はどんな一年生になろうと思っているのか、自分と重ね合わせて捉えさせていく。


・これまでの自分を振り返りながら、今後の実践への意欲を高める。






















































































■　価値の分析


・善悪の判断とは、人としてやってよいこと、社会通念としてしてはならないことを、自分自身でしっかり区別したり、判断したりすることである。　


・低学年の児童には、人としてやってよいこと、社会通念としてしてはならないことをしっかり区別したり、判断したりする力を身に付けることが大切である。そして、よいと思ったこと、正しいと判断したことを進んで行うことができる力を身に付けることも必要である。


・この時期の児童は、小学校に入学して間もない時期であり、学校での集団生活において、規律を守ることの大切さを学んでいる。そんな中で、その時の雰囲気や状況によって、よいこと、悪いことの区別ができず、してはならないことをしてしまうこともある。それぞれの場面で、どうすることがよいことなのかを自分自身で考え区別し、よいと思ったことを進んで行おうとする態度を育てたい。


























■　資料の分析


・本資料は、学校に通うことを楽しみにしていた主人公が、毎日張り切って学校に行くと、よくないことをしている子がいるのを見て、自分自身はどうしていくとよいのか、小学校に入学したばかりの一年生が学校生活での善悪の判断について考えることができる内容である。


・小学校生活を楽しみに、胸弾ませて入学した主人公が、毎日張り切って学校に通う気持ちに共感させる。


・毎日張り切って学校に通うものの、よくないことをしている子がいるのを見て、何がよくないのかに気付く。


・困っている友達の気持ちを考えることで、自分自身が学校生活を送るためには、どのように行動するとよいのか、自己の生き方についての考えを深めるようにする。


　























■　内容項目から見た児童の実態（意識）


・行ってよいことと、悪いことの区別はできる。


・自分本位に身勝手なことをしたり、きまりを破ったりするなど、行ってよいことと悪いことを自分自身の都合で判断し、よい行動をしようとする意識が低い。


（要因）


・その場の雰囲気や、友達に流されてしまう弱い心がある。


・ふざけ心や遊び半分な気持ちから、安直に楽しいことを求めることがある。


・引っ込み思案であったりものおじをしたりしてしまう。



































■　内容項目　１－（３）


よいことと悪いことの区別をし、よいと思うことを進んで行う。









